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　スポーツ外傷・障害を予防するためには，まず
そのスポーツ外傷がどのくらいの頻度で起こって
いるのか，という実態を把握しておかなければな
らない．次に，そのスポーツ外傷がどうして起こっ
たのか，その受傷機転から原因を明らかにしてい
く必要がある．そして，その原因に対する予防法
を作成，実行し，さらにその効果を検証して行か
なければならない．このようなプロセスを，サー
ベイランスシステム（監視機構）と呼んでいる．
　我々の研究班は，日本臨床スポーツ医学会およ
び国立スポーツ科学センターとの連携・協力によ
り，平成22年度から24年度にわたって「日本にお
けるスポーツ外傷サーベイランスシステムの構築
－第１報から第３報－」を報告してきた．
　その中で，日本スポーツ振興センター学校安全
部の統計資料から部活動で生じているスポーツ外
傷の実態を調査した結果，部活動中の外傷発生率
は約９%であった．これを１年間10万人当たりの
発生件数（以下，発生頻度とする）でみると，約
9,000件（/10万人/年）であった．発生部位では
足関節が最も多く，次いで手指，頭部，膝と続い
ていた．足関節では捻挫が，手指では骨折や捻挫
が，頭部では打撲傷がそれぞれ多くみられた．ま
た重症頭頚部外傷は，毎年500件以上みられてお
り，増加傾向にあることがわかった．診断名では
脳震盪が最も多く，次いで頭部打撲であったが，
急性硬膜下血腫あるいは急性硬膜外血腫も毎年50
件前後みられていた．さらに特定外傷として足関
節捻挫や膝前十字靱帯損傷について調査したとこ
ろ，発生件数（発生頻度）はそれぞれ約40,000件
（1,400件/10万人/年）および2,500件（90件）であっ
た．このうち膝前十字靱帯損傷は，発生頻度では
女子が男子の３倍であった．また種目別の発生件
数ではバスケットボールが1,200件と，全体の半
数を占めていた．さらに高校生の女子バスケット

ボール選手に限定してみると（発生件数700件），
発生頻度は1,000件（/10万人/年）を超え，非常
に高い頻度であることがわかった．それとともに
中高生の前十字靭帯損傷の総数は年々増加してい
ることも明らかとなった．
　以上のことから，①ジュニア期の女子における
膝前十字靱帯損傷が多く見られ，特に高校生の年
代で急増していること，②足関節捻挫が突出して
多く，その後の別の外傷・障害発生の原因となっ
ていること，③ジュニア期における重症頭頸部外
傷（脳震盪を含む）が少なからず発生しており，
これら予防策が急務であることを強調した．
　そこで本研究班は，今年度からの３年間を通じ
て，これらの外傷を予防するための効果的なプロ
グラムを作成し，関係機関を通じて普及・啓発を
図るプロジェクトを立ちあげた．まず各競技で実
施している，あるいは実施予定であるスポーツ外
傷・障害予防プログラムを検証するため，サッ
カー，女子バスケットボール，柔道，ラグビーお
よびテニスの５競技団体の協力を要請した．そし
て，それぞれの競技で作成した予防プログラムに
よる介入指導を行うとともに，外傷発生調査とパ
フォーマンス測定を実施し，予防プログラムの効
果を検証することとした．今年度は３年間のプロ
ジェクトの１年目であり，各競技における取り組
みを紹介することとした．
　まずサッカーでは，膝前十字靱帯損傷と足関節
捻挫を中心に，「FIFA11+」の効果を再検証する
こととした．女子選手のJrユース，ユースおよび
大学といった幅広い年代を対象としている．傷害
調査は単年度ごとに集計する．フィジカル測定（ス
ピード，アジリティ，パワー，垂直跳び間欠性持
久力）にドロップジャンプテスト（Drop Verti-
cal Jump Test；DVJテスト）を加えてシーズン
前後の２回実施する．そして介入プログラムとし
てFIFA11+を週に２回以上実施して，介入前後
の膝前十字靱帯損傷と足関節捻挫の発生率の差を
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ずに体幹を固定したまま安定した状態で技を掛け
ることができるようになることを目的とした．こ
の準備運動は，状態を安定から不安定へ（両足か
ら片足），動きを静から動へ，さらに関節の動き
は１つから２つに，など，運動強度を徐々にあげ
ながら行えるように設定した．調査対象は，高等
学校柔道部23校として，外傷の発生頻度を介入前
後で調査する予定である．
　ラグビーでは，2011年５月 にInternational 
Rugby Board（IRB）から出された通達を紹介
し，脳振盪の再発予防を意図しているGraduated 
Return to Play（GRTP：段階的復帰プロトコル）
の妥当性について言及するとともに，脳振盪予防
のための研究計画（案）を提示する．まず中学生・
高校生ラグビー選手の脳振盪後の対応についての
調査として，2014年度の中学生・高校生の全国大
会出場チーム登録選手全員に脳振盪に関する調査
を行い，2011年度の調査結果と比較し，啓発活動
の効果を検証する．そして脳振盪に対するさらな
る啓発活動について推奨できる活動を提示する．
次に高校生・大学生の脳振盪受傷シーンの映像解
析を，全国高校ラグビーフットボール大会の全試
合及び関東大学対抗戦グループおよびリーグ戦グ
ループの一部の試合，それに全国大学選手権の全
試合を対象として行う予定である．
　テニスでは，ジュニア選手の足関節捻挫に調査
を行う予定である．
　最後に，頭頚部外傷に関するガイドラインとし
て，脳神経外科の第１人者より，「スポーツにお
ける頭の怪我－現場での10のヒント－」を紹介し
ていただいた．
　次年度以降，さらに，外傷予防のプログラムの
効果を検証し，関係機関を通じて普及・啓発を図っ
ていく予定である．

調べ，それとともにパフォーマンスへの影響を検
証していく予定である．
　女子バスケットボールでは，前回のシニアの
トップレベルに対する予防プロジェクトで，膝前
十字靱帯損傷の発生率をある程度抑えることが示
唆されたが，有意であるとまでは検証できなかっ
た．そこで今回は，ジュニア期の選手を対象とし
た傷害予防トレーニングを用いて，下肢の外傷発
生やパフォーマンスにどのような影響を持たらす
かを検証することとした．対象は，高校女子バ
スケットボール選手300名（介入群150名，非介
入群150名）程度とし，両群で介入前後に，Drop 
Vertical Jump 時の膝内側変位量および膝屈曲角
度変化量，前十字靱帯損傷の危険率，スプリント，
プロアジリティー，垂直跳びを計測する．また傷
害調査を両群で１年間実施し，前十字靱帯損傷お
よびその他下肢外傷の発生頻度を調査する．なお
介入群は，「日本バスケットボール協会ジュニア
向け外傷予防トレーニング」をベースとした１回
15分のウォーミングアッププログラムを週３回，
派遣トレーナーの指導のもとに１年間実施する．
　柔道では，主に重症頭頚部外傷を扱い，頭部外
傷は，脳震盪や頭蓋内出血などの重症例を対象と
した．現在，柔道連盟を中心にした取り組みでは，
重症の発生を見逃さないことと，起こってしまっ
た後の対応の二次予防であり，外傷の発生そのも
のを抑える一次予防ではない．そこで柔道におけ
る正しい身体の使い方を習得し，相手に負傷を負
わせない，また自分が負傷しない柔道を体得する
ことを目的とし，柔道の基本動作を行う前の運動
として，また現在行われている練習に付け加える
ものとしての予防プログラムを作成した．本プロ
グラムでは，『受』は受身をとるまでの準備動作
を覚えること，また『取』では，身体の軸を傾け


